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別添資料 1 広島大学中期目標と生物生産学部中期目標との対比 
 （出典：生物生産学部作成） 

広島大学中期目標  生物生産学部中期目標  

Ⅰ  大学の教育研究等の質の向上に関する目標  

１  教育に関する目標  

（１）入学者選抜に関する目標  
（学士課程）  

入学者受入れの方針に基づき，入学希望者の進

路意識や学力の多様化に対応した入学者選抜に

より，優秀かつ多様な人材の受入れを行う。  

 

（２）教育内容及び教育の成果等に関する目標  

（学士課程）  

②  国際化に対応した能力を身に付けた人材を

養成する。  
③  教育内容の充実，教育方法の改善等を行い，

教育の質の向上を図る。  

 

（３）教育の実施体制等に関する目標  

②  ＦＤを充実し，教育の質の向上を図る。  
４）学生への支援に関する目標  

②  学生の経済的支援を充実する。  
③  在学生のみならず既卒者も含めたキャリア

支援体制を構築する。  
３  その他の目標  

（１）地域を志向した教育・研究に関する目標  

 地域社会と連携し，全学的に地域を志向した教

育・研究を推進する。  

 

Ⅰ  大学の教育研究等の質の向上に関する目標  

１  教育に関する目標  

（１）入学者選抜に関する目標  
（学士課程）  

アドミッションポリシーに基づき，入学希望者

の進路意識や学力の多様化に対応した入学者選

抜により，優秀かつ多様な人材の受入れを行う。 

（２）教育内容及び教育の成果等に関する目標  

（学士課程）  

②  食料生産と生物資源の有効利用の分野で，国

際化に対応した能力を身に付けた人材を養成す

る。  

③  教育内容の充実，教育方法の改善等を行い，

教育の質の向上を図る。  

（３）教育の実施体制等に関する目標  

②  ＦＤを充実し，教育の質の向上を図る。  
（４）学生への支援に関する目標  

②  学生の経済的支援を充実する。  
③  在学生のみならず既卒者も含めたキャリア

支援体制を構築する。  

３  その他の目標  

（１）地域を志向した教育・研究に関する目標  

地域社会と連携し，全学的に地域を志向した教
育・研究を推進する。  
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別添資料３ 主専攻プログラム詳述書の一例 

（出典：広島大学ホームページ http://www.hiroshima-u.ac.jp/prog/syusenkou/） 

主 専 攻 プ ロ グ ラ ム 詳 述 書  

開設学部（学科）名〔生物生産学部（生物生産学科）〕 

プログラムの名称（和文） 

        （英文） 

生物圏環境学プログラム  

Integrated Ecoscience Program 

１．  取得できる学位    学士（農学）  

２．  概要  

 生物生産学部の５つの主専攻プログラム（生物圏環境学，水産生物科学，動物生産科学，食品科学お

よび分子細胞機能学）では，生物生産に係わる自然科学から社会科学に及ぶ幅広い知識と知恵を身につ

けさせることを目標とする。具体的には，①生物資源と食料生産，バイオテクノロジー，生物環境の保

全に関する基礎的知識の修得，②フィールド科学分野の体験学習，③生命倫理や技術者倫理の理解，④

英語等の語学能力や情報処理能力の修得を目指した教育を行う。  

生物圏環境学主専攻プログラムは，６つの教育科目（海洋生態系評価論，水域循環制御論，植物栄養

生理学，植物環境分析学，食料生産管理学，食料市場学）に所属する教員により実施され，生物圏にお

ける生命の営みとその人間による利用を総体的に理解するために，生命現象と物質循環に関する幅広い

教育・研究を行っている。  

 本プログラムの特徴は，生物圏を構成する次の３つのフィールド，すなわち，陸域の生物生産（その

基本となる植物生産とそれを支える土壌の構造と機能），水域の生物生産とその生態系の構造，食料生

産から消費・廃棄にいたる人間の営みとその社会システムについて広く学びながら，研究室配属後は，

より具体的対象についての深い理解や研究へと進むことができる。対象となるフィールドに応じて分析

手法も異なるが，物理・化学的手法，生物学的手法，社会経済学的手法についても幅広く身につけるこ

とができることも本プログラムの特徴である。  

本プログラムを終了した学生は卒業後，大学院への進学や農林水産関係の官公庁，環境・食品・化学・

医薬等に関係する業界で，国際的視野を持った研究者・専門技術者となることを期待する。  

３．  ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針・プログラムの到達目標）  

（学位授与の方針）  

 生物圏環境学主専攻プログラムでは，生物圏の総体的理解をふまえ，陸域・水域・人間社会という３

つのフィールドについて幅広く学びながら，生物圏における具体的対象について深く学習することがで

きる。こうした学習を通して，本プログラムでは，食料生産や資源の循環・有効利用を目指す農林水産

および環境・エネルギー等の分野に関わる企業や法人機関等における専門技術者等として活躍し，生物

圏の食料・生物生産機能と環境保全機能の向上に貢献できる人材を養成する。  

 そのため，本プログラムでは，以下の能力を身につけ，教育課程の定める基準となる単位数を修得し

た学生に「学士（農学）」の称号を授与する。  

（プログラムの到達目標）  

・生物圏における生命の営みとその人間による利用を，生命現象と物質循環を通して総体的に理解でき

る。  

・陸域の植物生産と，それを支える土壌の構造と機能について理解できる。  

�� 水圏の生物生産と生態系の構造について理解できる。  

�� 人間の食料生産の営みとその社会システムについて理解できる。  

�� 生物圏における生命の営みとその人間による利用の現場への具体的アプローチの技術や方法を身に

つける。  

�� 生物圏の具体的諸事象について，自分の考えをまとめ，文章や口頭で論理的に発表し，意見交換でき

る。  

４．  カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）  

 生物圏環境学プログラムでは，プログラムが掲げる到達目標を学生に実現させるために，次の方針の

もとに教育課程を編成し，実施する。  

＜以下，略＞  
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(出典：生物生産学部作成）
主専攻

プログラム名
教 育 科 目 教　授 准教授 講　師 助　教 計

海洋生態系評価論 1人 2人 3人

水域循環制御論 1人 1人 2人

植物栄養生理学 1人 1人 2人

植物環境分析学 1人 1人 2人

食料生産管理学 1人 1人 2人

食料市場学 1人 1人 2人

 　　　計 5人 6人 1人 1人 13人

水圏資源生物学 1人 1人 2人

水族生態学 1人 1人 2人

水産増殖学 1人 1人 2人

水族生理学 1人 1人 1人 3人

水族病理学 1人 1人 2人

水族生化学 1人 1人 2人

海域生物圏部門 1人 1人 1人 3人

 　　　計 6人 7人 0人 3人 16人

家畜育種遺伝学 1人 1人 2人

家畜生殖学 1人 1人 2人

家畜飼養学 1人 1人 2人

家畜管理学 1人 1人 2人

家畜生体機構学 1人 1人 2人

陸域生物圏部門 1人 1人 2人 4人

計 6人 5人 0人 3人 14人

海洋生物資源化学 1人 1人 2人

動物資源化学 1人 1人 2人

食品物理学 1人 1人 2人

食品工学 1人 1人 2人

食品衛生学 2人 2人

分子栄養学 1人 1人 2人

計 7人 3人 1人 1人 12人

生態機能物質化学 1人 1人 2人

生体分子機能学 1人 1人 2人

微生物機能学 1人 1人 2人

酵素化学 1人 1人 2人

免疫生物学 2人 2人

 　　　計 6人 3人 1人 0人 10人

1人 1人

1人 1人 2人

30人 26人 3人 9人 68人

別添資料４：生物生産学部教員配置表(平成27年5月1日現在）

共通(外国人教員）

附属練習船豊潮丸

合計

水産生物科学

プログラム

動物生産科学

プログラム

生物圏環境学

プログラム

食品科学プロ

グラム

分子細胞機能

学プログラム
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別添資料５ 生物生産学部の施設  （出典：生物生産学部学生便覧及び生物生産学部作成）  

 

別添資料６ アドミッション・ポリシー  
（出典：広島大学学生募集要項）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

学部施設 

恒温実験水槽棟 

屋外実験水槽 

家畜環境制御実験棟 

家禽・家畜舍 

精密実験圃場 

温室・ガラス室・網室 

食品製造実験実習棟 

ラジオアイソトープ実験棟 

工作機械実習棟 

瀬戸内圏フィールド科学教育研究センター 
西条ステーション（農場） 

竹原ステーション（水産実験所） 

学部附属練習船 豊潮丸 

学部の理念と目標に賛同し，幅広い教養と高度な科学的知識・技術を身につけるた

めの基礎学力と向上心を持ち， 

次のような資質を持つ多様な人材を求めています。 

・21 世紀の食料や環境の問題に興味があり，物事を総合的に考える事ができる。 

・生物とその機能に関心があり，問題意識が旺盛である。 

・陸や海などのフィールドでの活動が好きで，行動力がある。 

・学習し，考えた事を的確に自己表現できる。  
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別添資料７ AO 入試出願要件 
（出典：広島大学 AO 選抜学生募集要項総合評価方式）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別添資料８ カリキュラム・ポリシーの一例(出典：生物生産学部学生便覧) 
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 ・1 年次前期・後期には，主に「基盤科目」，「教養教育科目」などを通じて，平和，

環境，社会問題をはじめとする幅広い教養を身につけ，基盤的学力の醸成を行いま

す。  
 ・2 年次前期には，学部共通の「専門基礎科目」を通じて，専門分野を学ぶために必

要な基礎知識を養います。実験科目として，生物生産学部共通の基礎化学実験，基

礎物理学実験，基礎生物学実験を履修し，基礎的な実験トレーニングを行います。 
 ・2 年次後期から，主専攻プログラムに分属します。2 年次後期から 3 年次前期では，

生物圏の総体的理解と陸域・水域・人間社会といった 3 つのフィールドに関する専

門的教育を行います。  
 ・3 年次後期からは，各研究室に配属され，卒業論文を通じて，総合的能力を養うと

ともに，主専攻プログラム全体を通して，コミュニケーション能力，プレゼンテー

ション能力等も養います。   

Ａ型（専門型）生物生産学部生物生産学科での勉学を強く希望し，学業成績，人物ともに

優れ，高等学校において高い評価を受けており，合格した場合，必ず入学することが確約

できる者で，次のいずれかに該当するもの  
①高等学校において水産，農業及び食品製造など，本学部の教育コース（生物圏環境学コ

ース，水産生物科学コース，動物生産科学コース，食品科学コース，分子細胞機能学コー

ス）のいずれかに関連する学科に在籍する者  
②高等学校の総合学科において水産，農業及び食品製造など，本学部の教育コースのいず

れかに関連した専門科目を 25 単位以上修得する見込みの者  
 
Ｂ型（研究者養成型）生物生産学部生物生産学科での勉学を強く希望し，学業成績，人物

ともに優れ，高等学校等において高い評価を受けており，合格した場合，必ず入学し，研

究者養成特別コース（※1）プログラムを履修することが確約できる者で，次のいずれか

に該当するもの  
①高等学校等において理数科又は普通科の理数系コース（※2）に在籍する者  
②SSH（スーパーサイエンスハイスクール）に指定されている高等学校等に在籍し，プロ

ジェクトあるいは課題研究に相当する科目を２年以上履修している又は見込みの者  
③過去３年間に日本生物学オリンピックの予選において上位 10％の成績を収めた者  
※1 研究者養成特別コースとは，研究者になる強い意思を持つ学生が，４年間の学部教育

において，大学院への進学を前提に幅広い知識と能力を培うことを目的に開設されたコー

スである。特別コースの学生は，学部５教育コースのいずれかのプログラムと特別コース

独自のプログラムを併せて履修する。卒業後は大学院に進学し，研究力を磨きグローバル

に活躍できる研究者を目指す。  
※2 普通科の理数系コースとは，普通科の中にあって，入学定員を個々に設定し，高等学

校等の入学段階から普通科の理数系コースに応じた別の教育課程による教育を受けるも

のをいい，大学受験のために設けられたコースは除く。  
 
Ｃ型（一般型）生物生産学部生物生産学科での勉学を強く希望し，学業成績，人物ともに

優れ，高等学校等において高い評価を受けており，合格した場合，必ず入学することが確

約できる者で，普通科，理数科又は総合学科に在籍しており，上記Ａ型の総合学科に該当

していないもの  
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別添資料９ 地（知）の拠点整備事業「COC」 (出典：広島大学 HP，生物生産学部 HP) 

 

別添資料 10  研究者養成特別コースプログラム 

 (出典：生物生産学部学生便覧・研究者養成特別コースパンフレット) 
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１年次 ２年次 ３年次 ４年次 博士課程前期

平成23年度生 9人 9人 9人 9人 9人
平成24年度生 8人 9人 9人 9人 9人
平成25年度生 12人 10人 10人
平成26年度生 12人 10人
平成27年度生 12人

広島大学 地（知）の拠点大学による地方 

創生推進事業中山間地域島しょ部対策領域 

 

地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（地（知）の拠点）は、大学等が自治

体を中心に地域社会と連携して地域を志向した教育・研究・社会貢献を進め、その課

題解決に資する様々な人材や情報・技術が集まる地域コミュニティの形成による地方

創生を目指しています。 

 広島大学の地（知）の拠点は、「平和共存社会を育むひろしまイニシアティブ拠点」

をテーマにしていますが、この中で生物生産学部は、広島県の重要な地域課題になっ

ている「中山間地域や島しょ部の地方創生」に取り組んでいます。大学が中山間地域

や島しょ部などで先進的取り組みを行っている自治体や地域の組織・企業等と連携し、

農山漁村等の現場で起こる問題の解決と地域の活性化を通じた「地方創生の拠点形成」

を目指します。 

 

広島大学 地（知）の拠点中山間地域島しょ部対策領域ホームページ 

http://hirodaicoc.hiroshima-u.ac.jp/chiikitaisaku/2016/03/30/coc/ 

 

ＣＯＣ関連授業科目 

教養ゼミ 

中山間地域・島しょ部連携特別講座 

中山間地域・島しょ部連携インターンシップ 

中山間地域・島しょ部フィールドワーク特別実習 
 

 

生物生産学部では，生命，食と環境分野の学問への意欲と情熱，大学院に進学し研究者
になる強い意思を持つ学生が，より学習意欲を高め能力を研くことができるように，教育
プログラムの枠を超えた「研究者養成特別コース」を設けている。この特別コースでは，
広島大学で導入している「到達目標型教育プログラム（HiPROSPECTS®）」の生物生産学部
５主専攻プログラムとともに特別コース用のカリキュラムを実施する。このカリキュラム
は，国内外で活躍できる研究者の育成を目指したものであり，所属する学生は，特別コー
スのプログラム修了後には大学院への進学を前提として学ぶものである。学部に在籍する
４年間に研究者になるために必要な発展的な専門的知識や実践技術をスムーズに身につけ
るため，１年次から体系的なプログラムを履修する。２年次後期には希望する教員へ直接
配属され，通常のコースよりも１年早く専門分野の研究を開始する。具体的なカリキュラ
ムや教員への配属方法は以降を参照すること。教員へ配属された学生は，特別コースのプ
ログラムを履修するとともに，卒論指導教員が所属する主専攻プログラムに自動的に分属
することとなる。特別コースプログラムの全課程及び主専攻プログラムを修了した学生は，
卒業証書とともに特別コース修了証書を授与される。 
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別添資料 11 ＡＩＭＳ-ＨＵプログラム(出典：生物生産学部ホームページ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

AIMS とは  
広島大学は、文部科学省が支援する「大学の世界展開力強化事業」に採択されました。 
この事業は、AIMS プログラムの枠組みを活用した単位互換を伴う交換留学制度です。 
AIMS とは、「ASEAN International Mobility for Students」の略で、マレーシア、イ

ンドネシア、  
タイ、ベトナム、フィリピン、ブルネイの各国と日本とが加盟し、学士課程の学生を対

象に  
グローバルで活躍できる人材育成を目的に大学間で相互に学生を政府派遣する制度で

す。  
生物生産学部もこのプログラムに参画し、タイのカセサート大学と 2014 年度後期から

交換留  
学を開始します。  
   
プログラム名称  
アジアの共同経済発展と信頼関係の確立による平和構築に貢献する中核人材教育プロ

グラム  
  
プログラムの目的・養成する人材像  
本学の基本理念「平和を希求する精神」と「地域社会・国際社会との共存」に基づき、

本学において強み  
のある学問分野の教育・研究資源を提供し、アジアの共同経済発展と信頼関係の確立と

平和構築  
に貢献する中核人材を育成する。  
  
 派遣先  
カセサート大学（タイ王国）  
カセサート大学ＨＰ     http://www.ku.ac.th/english/index.php 
  
 対象者  
学部生  
  
 派遣人数  
年間 10 名  
  
派遣期間  
1 学期間  (8 月～12 月 ) 
  
 派遣時期  
8 月中旬～12 月末  
  
 派遣内容詳細  
広島大学生物生産学部からは、カセサート大学の農学部・経済学部・水産学部・ア

グロインダストリー  
学部への学部生交換留学を行う。  
  
カセサート大学 インターナショナルプログラムのコース紹介 （参考までに）  
http://taip.agr.ku.ac.th/new/study-plan 
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別添資料 12 英語による授業科目（出典：生物生産学部 AIMS-WG 作成）  
 
H�AIMSGeG{G>GwGn#Ý6ä0¿&É% H � 

�5   ��   �¡  
H.Global Environmental Issues and Managements 
2.Animal Science and Technology 
3.Physiology of Field Crop Production 
4.Insect Science 
5.Modern Food Science 
6.Molecular- Level Understanding of Functionality of Foods 
7.Fish Production 
8.Plankton Biology 
9.Introductory Physiology of Domestic Animals 
10.Tropical Aquaculture 
11.Resource Management 

 
別添資料 13 ディプロマ・ポリシーの一例（出典：生物生産学部学生便覧） 
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別添資料14　学部生の学会等における受賞（出典：生物生産学部作成）

� h � � � K � × � â � > � � � � � - � ð � ) �   
食料生産や資源の循環・有効利用を目指す農林水産および環境・エネルギー等の分野に関わる企業

や法人機関等における専門技術者等として活躍し，生物圏の食料・生物生産機能と環境保全機能の向

上に貢献できる人材を養成します。  
そのため，本プログラムでは，以下の能力を身につけ，教育課程の定める基準となる単位数を修得

した学生に「学士（農学）」の称号を授与します。  
・生物圏における生命の営みとその人間による利用を，生命現象と物質循環 .を通して総体的に理解で

きる。  
・陸域の植物生産と，それを支える土壌の構造と機能について理解できる。  
・水圏の生物生産と生態系の構造について理解できる。  
・人間の食料生産の営みとその社会システムについて理解できる。  
・生物圏における生命の営みとその人間による利用の現場への具体的アプローチの技術や方法を身に

つける。  
・生物圏の具体的諸事象について，自分の考えをまとめ，文章や口頭で論理的に発表し，意見交換で

きる。  
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別添資料 15 学部教育に関するアンケート（抜粋） 

（出典：教育改革推進委員会報告書（平成 26 年 3 月））  

 
●質問３：生物生産学部の教育内容，教育方法の改善体制について，思い当たる箇所に○印

を記載してください。 

生物生産学部の教育内容，教育方法の改善体制に関するご希望をお聞かせください。 

満足  （ ）， やや満足（ ）， やや不満（ ）， 不満  （ ） 

ご意見を記載してください。＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

教育内容，教育方法の改善体制に関するご希望をお聞かせください。＿＿＿＿＿＿＿＿ 

●質問８：学生が身に付けた学力や資質・能力について，思い当たる箇所に○印を記載して

ください。 

満足  （ ）， やや満足（ ）， やや不満（ ）， 不満  （ ） 

ご意見を記載してください。＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

学生が身に付けるべき学力や資質・能力に関するご希望をお聞かせください。＿＿＿＿ 

※関係部分のみ抜粋 

 

 

別添資料 16 学部卒業生の主な進路（H22-25 年度） 
（出典：生物生産学部作成） 

 

学内進学（219） 

他大学進学（15） 

 

広島市（６） 

東広島市（２） 

呉市（２） 

広島県（８） 

長崎県（４） 

島根県（２） 

愛媛県（２） 

福岡県（２） 

 

全国農業協同組合連合会（４） 

JA 全農ミートフーズ（４） 

山崎製パン（３） 

日本チャンキー（３） 

日本食研ホールディングス（２） 

三栄源エフ・エフ・アイ（２） 

ピックルスコーポレーション（２） 

 

コスモス薬品（３） 

三井住友銀行（３） 

広島 HART クリニック（２） 

アース環境サービス（２） 

鴎州コーポレーション（２） 

ソフトバンク（２） 
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別添資料 17 職業別・産業別就職状況（出典：生物生産学部作成） 
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